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／
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
競
泳
大
会
（
５
月
２
２
日
横
浜
国
際
プ
ー
ル
）
で

　
　
力
泳
す
る
齋
藤
元
希
選
手（
豊
田
出
身
）「
写
真
提
供
／
山
形
新
聞
社
」

■
表
紙
写
真

広
報

こ
え
の
す
る
ま
ち6June
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次のページでは、
令和３年５月２０日に改正された「避難情報に
関するガイドライン」について解説します。

災害に備える　Prepare for disasters

←降り続く雨による土砂災害発
生の懸念から、次年子地区に避
難準備情報を発令し、次年子ふ
るさと自然館に避難所を開設し
ました。令和２年７月豪雨では、
町内の複数箇所で土砂崩れが
発生しました。

←増水で川の水はひど
く濁り、たくさんの河川
ごみが流れ着きました。
時折、流木などが大橋
の橋げたに当たり鈍い
音を立てていました。

→災害対策本部会議を
随時開催し、今後の天候や水位予測などの情報を整理し、避
難情報の発令に備えました。本部会議は深夜も行われました。

→上流部の大雨で最上川の水位が
上昇し、支川の水が流れない状態
になると、行き場をなくした支川の
水が氾濫し、浸水被害が発生します。
浸水被害を最小限にするため、町水
防団員や国土交通省の職員による
昼夜を問わない内水処理が行われ
ました。

←住宅が浸水した新町地区の写真。住宅
浸水は、床上・床下浸水合わせて町内全
域で98軒に上りました。

←１階部分がほぼ水没してし
まった住宅もありました。町
内外から多くの災害ボラン
ティアにご協力いただき、残
された泥のかき出しや水に浸
かった家具の撤去などが連日
行われました。

←

断水のため、急きょ給水所を開設し近隣自治体や友好協定を
結ぶ自治体の職員やボランティアスタッフ、自衛隊の方にも協力
いただき、断水が解消した８月１日夜まで給水を行いました。

 

７
月
２８
日
㈫
、
降
り
続
く
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
懸
念
か
ら
、
町

は
午
前
１１
時
３０
分
に
次
年
子
地
区
に
避
難
準
備
情
報
を
発
令
し
、
午
後
に

は
最
上
川
の
水
位
上
昇
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
地

域
を
対
象
に
避
難
準
備
情
報
、
続
い
て
避
難
勧
告
を
、
午
後
７
時
に
は
避

難
指
示
を
発
令
し
ま
し
た
。←

夜
が
明
け
る
と
、
堤
防
を
越
え
そ
う

な
最
上
川
の
水
位
１８
ｍ
５９
ｃ
ｍ
や
、
住

宅
浸
水
、
農
作
物
被
害
、
土
砂
崩
れ
な

ど
次
々
と
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

←

最
上
川
の
水
が
流
入
し
、
豊
田
地
区
に

あ
る
上
水
道
の
水
源
場
が
浸
水
し
町
内
の

ほ
ぼ
全
域
で
４
日
間
に
渡
り
断
水
し
ま
し

た
。

←

２８
日
午
後
１１
時
頃

に
は
多
く
の
避
難
者

が
来
所
し
、
避
難
所

は
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
限
り
あ
る

ス
ペ
ー
ス
で
密
対
策

の
空
間
確
保
を
ど
う

行
う
か
課
題
が
残
り

ま
し
た
。　

最上川
大石田観測所
観測史上最高水位
18m59cmの衝撃

特　集



警戒レベル 避 難 行 動 な ど 避難情報

警戒レベル５ すでに災害が発生している状況です。
命を守るために最善の行動をとりましょう。

緊急安全確保
（町が発令）

警戒レベル4 速やかに安全な場所へ避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる場合には、
近くの安全な場所や、自宅内のより安全な場所に
避難しましょう。

避 難 指 示
（町が発令）

警戒レベル3 避難に時間を要する人 (高齢の方、障害のある方、
乳幼児等 )とその支援者は避難をしましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

高齢者等避難開始
（町が発令）

警戒レベル2 避難に備え、防災マップ等により、
避難行動を確認しましょう。

大雨注意情報
洪水注意情報

（気象庁が発表）

警戒レベル1 災害への心構えを高めましょう。
早期注意情報

（気象庁が発表）

5 4 3

非常時持出品リスト (大人２人分の目安 )
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　巨大地震などの大規模災害が発生すると、道路の寸断などによりスーパーなどの
商品はもちろん、救援物資も届かないことが考えられます。自宅で避難生活を送る
ことも考え、救援物資が届くまでの３～７日間程度自足するつもりで備えましょう。

◆
６
月
号
挟
み
込
み
は
、
大
石
田
町
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
「
わ
ら
わ
ら
逃
げ
っ
べ
」
で
す
。
記
入
例
を
見
な
が
ら
各
ご
家
庭
で
作
成
い
た
だ
き
、
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

　

が
あ
る
時
や
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
家
族
一
人
一
人
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
の
か
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

警戒レベル５は、
すでに安全な避難ができず

命が危険な状況です。
警戒レベル５緊急安全確保の
発令を待ってはいけません！

避難勧告は廃止されました。
これからは、

警戒レベル４避難指示で
危険な場所から全員避難

しましょう。

避難に時間のかかる
高齢者や障がいのある人は、
警戒レベル３高齢者等避難で

危険な場所から避難
しましょう。

　令和元年台風第１９号等での課題を踏まえ、災害対策基本法が一部改正
（令和３年 5 月１０日公布、同５月２０日施行）され、あわせて「避難情報
に関するガイドライン」が改定されました。
　この改定により、令和３年５月２０日から「避難勧告」と「避難指示（緊急）」が「避難指示」に一本化さ
れ、大石田町を含む各市町村はこれまで「避難勧告」を発令していたタイミングで、警戒レベル 4「避難指示」
を発令することとなります。

　水害・土砂災害による避難を呼びかける対象地域は、防災マップで被害が想定されている地域です。
以下の対象地区の方はあらかじめマップにより、想定される災害や避難場所、避難経路などを確認しま
しょう。

　町では、「大石田町防災マップ」を全戸に配布しています。災害はいつどこで発生するか予測で
きません。ただちに避難をするために、各家庭で危険箇所や避難場所を確認しましょう。
また、いざというときに備え、非常持出品を準備しておくことも重要です。この機会に防災マップを
確認して、家庭での備えを万全にしましょう。

口非常持ち出レ袋………………1 個
口飲料水 500ml………………6 本
口口一ソク………………………2 本
口携帯ラジオ……………………1 台
口軍手・手袋……………………2 組
□トイレットペーパー ……1ロール
□油性マジック（太）…………1 本
口生理用品 …………………適当量
口レジャーシート………………1 枚
口 簡 易トイレ………………2 枚～
口缶入り乾パン…………………2 個

口懐中電灯…………………………2 個
口ライター…………………………2 個
口十徳ナイフ………………………1 本
口ロープ 5 メートル………………1 本
口ウェットティッシュ……………2 個
口筆記用具………………………セット
□ブランケット……………………2 枚
口タオル…………………………4 枚～
口布製ガムテープ………………… 1 個
口現金（公衆電話用の小銭）…約 50 枚
口救急袋……………………………1 枚

口救急袋

　口毛抜き……………………1 本
　口消毒液……………………1 本
　口脱脂綿…………………適当量
　口ガーゼ（滅菌）…………2 枚
　口常備薬・持病薬など…適当量
　口包帯………………………2 巻
　口三角巾……………………2 枚
　口マスク……………………2 枚
　口ばんそうこう ………10 枚～

避難指示で必ず避難
避難を呼びかける対象地域について

非常時持出品を準備してきましょう

５月に避難情報が改定

危険な場所から
全 員 避 難

危険な場所から
高齢者等は避難

お問い合わせは　 ■総務課　総務グループ ℡ 35 － 2111（内線 218）

災害の種類 被害が及ぶと想定される地区

洪 水 災 害 の
浸 水 想 定 域

横 山 地 区：上宿・下宿・上ノ原・坂ノ上・黒滝・来迎寺
大石田地区：今宿・新町・川端・二丁目・本町・四日町・横町・佐田町・
　　　　　　井出・緑町・桂木町
亀井田地区：豊田・大浦・駒籠・鷹巣

土 砂 災 害
警 戒 区 域

横 山 地 区：里・黒滝
大石田地区：佐田町
亀井田地区：川前・大浦・次年子

防災マップ
手元にありますか？
平時の準備が重要です。
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東京パラ
出場内定

みんなで応援しよう！
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
体
力
の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
互
い
の
親
睦
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、第
４３
回
大
石
田
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
６
月

１３
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
２
チ
ー
ム
約
２０
人
の
選
手
が
参
加
し
、下
河
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

会
場
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、チ
ー
ム「
岩
ケ
袋
」が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

豊
田
地
区
出
身
。国
士
舘
大
学
大

学
院
１
年
生
で
現
在
２２
歳
。水
泳
部
で

パ
ラ
ス
イ
ム
チ
ー
ム
に
所
属
。先
天
性

黄
斑
変
性
症
に
よ
る「
中
心
暗
転
」と

い
う
症
状
の
た
め
、両
眼
中
心
の
視
野

が
欠
け
る
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
。こ

れ
ま
で
、数
多
く
の
国
際
大
会
な
ど
に

出
場
し
、「
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
」
や

「
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
」を
は
じ
め

９
つ
の
種
目
で
日
本
記
録
を
保
有
し

て
い
る
。

　

本
町
出
身
者
が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
す
る
の
は
、
齋
藤
選
手
が
初

と
な
り
、
大
石
田
町
始
ま
っ
て
以
来

の
快
挙
に
な
り
ま
す
。

　

齋
藤
選
手
は
、
５
月
２１
日
か
ら
３

日
間
行
わ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
水
泳

競
技
大
会
に
お
い
て
、
１
０
０
ｍ
背

泳
ぎ
と
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
で

自
身
の
日
本
記
録
を
塗
り
替
え
る
会

心
の
泳
ぎ
で
見
事
内
定
を
獲
得
さ
れ

ま
し
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
泳

は
、
８
月
２５
日
（
水
）
か
ら
開
幕
す

る
予
定
で
す
。
万
全
の
体
調
で
本
番

に
臨
み
、
悔
い
の
な
い
よ
う
力
を
出

し
切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

町
の
誇
り
で
あ
る
齋
藤
選
手
の
活

躍
を
願
い
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ

う
。

　
「
ま
ず
、
全
種
目
決
勝
進
出
で
決
勝

で
の
自
己
ベ
ス
ト
更
新
、
メ
ダ
ル
を

と
っ
て
た
く
さ
ん
の
方
々
に
良
い
ご

報
告
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
に
た
く
さ
ん
の

選
手
を
見
て
い
た
だ
き
、
障
が
い
と

い
う
も
の
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
人

が
多
く
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い

で
す
。
」

活
躍
願
い

　
み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！

齋さ
い
と
う藤　

元げ
ん
き希　

選
手

齋
藤
元
希
選
手

齋
藤
選
手
に
聞
く
！

　
東
京
パ
ラ
大
会
へ
の
抱
負

第
４３
回
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

聖
火
リ
レ
ー

東京２０２０

オリンピック

　

６
月
７
日（
月
）に
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
尾

花
沢
市
で
行
わ
れ
、大
石
田
町
か
ら
は
、ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
笹
原
正
俊
さ

ん
（
岩
ケ
袋
）
と
小
内
彪ひ

ゅ
う
が駕
さ
ん（
来
迎
寺
）の
２
人
が
参
加
し
た
他
、

大
石
田
中
吹
奏
楽
部
や
最
上
川
芭
蕉
連
、雪
国
鷹
巣
太
鼓
保
存
会
な
ど

が
参
加
し
、聖
火
リ
レ
ー
に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

←

役
場
、
虹
の
プ
ラ
ザ
、
大
石
田
中
学
校

　
J
R
大
石
田
駅
の
４
か
所
に
懸
垂
幕
を 

　
設
置
し
ま
し
た
。
齋
藤
選
手
の
活
躍
を

　
願
い
一
致
団
結
！



広報おおいしだ　03.6 8広報おおいしだ　03.69

1 回 目　 2 回 目　 受　付　時　間

7 月 12 日（月）　➡　8 月 2 日（月）

①午後1時 15分～午後1時 45分
②午後1時 45分～午後2時 15分
③午後2時 15分～午後2時 30分
※土曜日の接種日のみ③の受付時間があります。

◎当日は、会場の密を避けるため受付時間内に
　お越しください

7 月 17 日（土）　➡　8 月 7 日（土）
7 月 29 日（木）　➡　8 月 19 日（木）
7 月 31 日（土）　➡　8 月 21 日（土）
8 月 23 日（月）　➡　9 月 13 日（月）
8 月 30 日（月）　➡　9 月 21 日（火）
9 月　4 日（土）　➡　9 月 25 日（土）
9 月　6 日（月）　➡　9 月 27 日（月）
9 月 11 日（土）　➡　10 月 2 日（土）

新型コロナワクチン接種対策室広報

１６歳※～６４歳の方の
新型コロナワクチン集団接種が始まります！

新型コロナワクチン集団接種日程

７月８日(木)午後５時までに予約を完了させてください！

ワクチン接種を受けるには予約が必要です！
予約開始日は順番がありますのでご注意ください。

※令和３年度に１６歳以上に達する方（平成１８年４月１日以前に生まれた方）となります。

　◆接種会場：大石田町町民交流センター「虹のプラザ」
　◆使用するワクチン：コミナティ（ファイザー社）
　◆接種回数：２回（通常、３週間の間隔）
　◆料金：無料（全額国が負担します。）

①基礎疾患※を有する方、高齢者施設等の従事者
予約受付開始：６月２５日（金） 午前９時から

②６０歳～６４歳※の方
予約受付開始：６月２９日（火） 午前９時から

③上記に当てはまらない１６歳～５９歳の方
予約受付開始：７月３日（土） 午前９時から

　　※基礎疾患のある方とは、次のいずれかにあてはまる方です。

　　1.以下の病気や状態の方で、通院/入院している方
　　　１.慢性の呼吸器の病気　
　　　２.慢性の心臓病（高血圧を含む。）
　　　３.慢性の腎臓病　
　　　４.慢性の肝臓病（肝硬変等）
　　　５.インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病
　　　　又は他の病気を併発している糖尿病　
　　　６.血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く。）　　
　　　７.免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む。）
　　　８.ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けて
　　　９.免疫の異常に伴う神経疾患

　　2.基準（ＢＭＩ３０以上）を満たす肥満の方
　　　　※ＢＭＩ=体重（ｋｇ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　　　　※ＢＭＩ３０の目安：身長１７０ｃｍで体重８７ｋｇ、身長１６０ｃｍで体重７７ｋｇ

10.神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた
　状態
11.染色体異常
12.重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害
とが重複した状態）
13.睡眠時無呼吸症候群
14.重い精神疾患（精神疾患の治療のために入院してい
　　る、精神障害者保健福祉手帳を所持している、又は
　　自立支援医療（精神通院医療）で「重度かつ継続」に
　　該当する場合）や知的障害（療育手帳を所持する場合）

※令和３年度中に６０歳に達する方が対象となります。

注意！　予約なしでは受けられません！

Ｗｅｂか電話で予約できます。
予約する際は接種券番号が必要です。お手元に接種券のご準備をお願いします。

接種券は、町から対象となるご家庭に郵送しています。

❶Ｗｅｂ予約
　https://jump.mrso.jp/063410
　スムーズに予約することができます！
　２４時間いつでも予約可能です！

❷電話で予約（Ｗｅｂ予約の代理予約受付です）
０１２０－０２－８８３０（月～日曜日の午前９時～午後５時）
※かけ間違いに注意してください。

こちらのＱＲコード
からアクセス！
大石田町ホームページ、コロナ
ワクチンナビからもアクセスで
きます。

１回目の接種後、３週間の間隔で２回目の接種を受けます。
　両日接種可能な日をお選びください。

指定の日にどうしても受けられない場合は、町のワクチン接種対策室までご連絡ください。
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◆接種当日の流れ

予約した日時に会場に行く

受　　　付

予　診　票　確　認

予　　　診

ワ ク チ ン 接 種

経過観察：１５～３０分

帰　　宅

�自宅で体温を測り、発熱（37.5℃以上）
していないか確認しましょう！発熱している
場合は接種できませんので、対策室にご連
絡ください。

�予約した受付時間に合わせて会場に行
きましょう！

肩を出して接種します。
肩を出せる服装（Tシャツやランニング
シャツ等）を着ましょう！

予診票は事前に書いておきましょう！

新型コロナワクチン接種を希望される方へ

マスクの着用など、感染予防対策の継続をお願いします

◎ワクチンを受ける前の注意点
・接種会場での新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、接種前の２週間は県外への往来を控
　えてくださるようお願いします。
・病気治療中の方や、妊婦、身体等に不安がある方は、接種についてかかりつけ医とよくご相談く
　ださい。
・予診票は自宅でご記入のうえ、当日接種会場にお持ちください。

◎ワクチンを受ける当日の注意点
・接種会場での密をさけるため、受付時間に合わせてお越しください。
・接種日当日は、受付から帰宅するまで約１時間かかります。あらかじめ時間を確保したうえで、
　お越しください。
・接種の際は、肩を出しやすい服装（半袖、ランニングシャツなど）でお越しください。
・接種の際は、接種券、予診票、身分証明書（保険証、運転免許証、マイナンバーカードなど）が
　必要です。忘れずにお持ちください。
　※高齢者施設等の従事者の方は、施設が発行する証明書をお持ちください。
　※服薬治療している方は、医師からお薬手帳の提示を求められることがありますので、お薬手帳
　　をお持ちください。

◎１６歳未満の方について
・保護者がワクチンの説明書をよく読み、予診票の署名欄に保護者が署名してください。電話番号
　欄に保護者の連絡先を記入してください。
・原則、接種日当日は保護者の同伴が必要です。

新型コロナワクチン接種の同意について

６５歳以上でワクチン接種を受けられなかった方へ

新型コロナワクチン接種を受けられた方へ

　新型コロナワクチンは、感染症予防の効果と副反応のリスクの双方について、正しい知
識を持っていただいた上で、接種を受ける本人が希望する場合に限り接種を受けることが
できます。
　職場やご家族、周りの方に接種を強制したり、接種を受けていない方に対して差別的な
対応をすることはあってはなりません。
　皆様のご理解とご協力をお願いします。

　６５歳以上の方の新型コロナワクチン集団接種は７月９日（金）で終了します。
ワクチン接種を受けられなかった方は、下記の集団接種の日程で接種を受けること
ができます。

　ワクチン接種を受けた方は、新型コロナウイルス感染症の発症を予防できると期待
されていますが、他の方への感染をどの程度予防できるかはまだ十分には分かってい
ません。
　また、ワクチン接種が徐々に進んでいく段階では、すぐに多くの方がワクチン接種
を受けられるわけではなく、ワクチン接種を受けた方も受けていない方も、共に社会
生活を営んでいくことになります。
　このため、ワクチン接種後も、感染予防対策を継続していただくようお願いします。

　上記の日程でワクチン接種を希望される方は予約が必要です。
７月８日（木）まで下記にご連絡ください。

1 回 目　 2 回 目　 受　付　時　間

7 月 12 日（月）　➡　8 月 2 日（月） ①午後1時15分～午後1時45分
②午後1時45分～午後2時15分

7 月 29 日（木）　➡　8月19日（木）

大石田町新型コロナワクチン接種対策室
保健福祉課　保健医療グループ　☎ 35-2111【内線 170・171・172・173】
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石田とんとむがすの会（冨樫恭子会長）さんでは、大石
田の昔話をもっと身近に楽しんでもらおうと、地域おこ

し協力隊の大野達也隊員の協力で朗読動画の撮影を行っています。
会では例年、児童に大石田の昔話に親しんでもらおうと、各小学
校で朗読会を開催していますが、コロナ禍で活動が制限される中
で、子どもたちに何とか朗読を聞かせられないか検討していまし
た。
　動画撮影は７月中旬まで行われ、編集作業の後、DVDにまと
められる予定です。
　冨樫会長は、「昔話は本来、朗読によって人から人へ語り継が
れるものです。完成した朗読動画をたくさんの人に見てもらい、
大石田の昔話に触れてほしいです。」と話していました。

内 ３ つ の 小 学 校 の ６ 年 生 の 児 童 が 、 ５ 月 ２ ８ 日
（金）に町特産品の自然薯の植え付けを体験しまし

た。
　これは、子どもたちに自然薯の栽培を通して郷土に対する
愛着を深めてもらうことなどを目的に、町などで構成する大
石田町地域学校協働本部が企画し、大石田町新作物開発研究
会（海藤明会長）の協力で実施されたものです。
　苗植え体験は南小脇の畑で行われ、児童５０人が参加しま
した。児童たちは、研究会のメンバーに指導を受けながら、
植え付けしていました。

内３つの小学校の４年生の児童を対象に、５月
１８日（火）にギフチョウ観察会が川前地区で開

催されました。
　これは、子どもたちに蝶の観察を通して、生命尊重や環
境保全の精神を養ってもらおうと、町などで構成する大石
田町地域学校協働本部が企画したものです。
　当日は、児童たち４１人が参加し、講師の町立歴史民俗
資料館の大谷俊継学芸員から指導を受け、ヒメギフチョウ
の卵を観察しました。
　参加した石川心羽(ここ)さんは、「卵を何個産むのかや、
蝶に成長してからの餌が何か知れてよかったです。」と話
していました。

内２つの小学校の5年生の児童が手植え
による田植えを体験しました。

　大石田北小では５月２４日（月）にJAみち
のく村山青年部（齋藤天徳部長）の協力で、６
月３日（木）には大石田南小で横山地域農地・
水・環境保全組織田沢部会(森秀雄会長)の協力
で、それぞれ手植えによる田植えを行いました。
　児童たちは、初めて入る田んぼの感触に戸惑
いながら、泥だらけになって苗を植えつけてい
ました。各小学校では秋に稲刈りを行い、収穫
した米を味わうことにしています。

児童がギフチョウ観察会ながーい自然薯　生長願う

児童が田植え体験とんとむがすを動画に

どろんこ！田植え体験
町へフェイスシールド寄贈

石田保育園の園児９人が、５月２８日（木）
に(株)今野商店（今野寿洋代表）の協力で、

手植えによる田植えを体験しました。
　この田植え体験は、今年で２年目になり、園児たち
は初めて入る田んぼの感触にはしゃぎながら、泥だら
けになって苗を植えつけていました。保育園では秋の
稲刈り後、収穫した米を味わうことにしています。

式会社最上世紀（中西愛子代表）さんが、６月４日
（金）に役場を訪れ、同社が製造するフェイスシール

ド２０個を寄贈しました。
　これは、同社の「コロナ禍で様々な活動が制限される中で、
少しでも安心して演奏出来るように」との思いから実施された
ものです。
　中西代表は、「大石田中の吹奏楽部に活用していただき、部
活を頑張ってもらいたいです」と話していました。
　寄贈されたフェイスシールドは、大石田中吹奏楽部で今後活
用させていただきます。
　大変ありがとうございました。

町

ニュース 玉 手 箱

町

大

町

大

株

大石田南小学校

大石田北小学校
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 ※ご協力をお願いいたします。感染拡大の状況により変更する場合がありますので、最新の開館・サービス状況については、
　 図書館公式ホームページをご覧いただくか、図書館までお問い合わせください。

　令和3年5月20日、災害対策基本法が改正され、災害時の二つの避難情報が「避難指示」に一本化されました。
最上川水害をはじめ、雨が多く降る時期に気にかけたい災害や水害時の心構え・防災についてわかる本を紹介します。

自然災害から学ぶ ～知って備える防災～

■開館時間　午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午前９時～午後５時）
■休 館 日　毎週木曜日・特別整理期間ほか　《７月の休館日》1日㈭・8日㈭・15日㈭・22日㈭・29日㈭

☎ 35-3877
公式HP http://niji.town.oishida. yamagata.jp/library/index.html

まちとしょ
～大石田町立図書館　infomation～

＼ みんなでのりきろう ／

今月は、どの 本 を読む？

ソーシャルディスタンス マスク着用

『農家が教える梅づくし』
（農山漁村文化協会編・刊）

『水害の大研究 なぜ起こる ? どうそな
　える？』（河田 惠昭監修、PHP 研究所刊）

◆『被災したあなたを助けるお金とくらしの話』
　　　　　　　　　　（岡本 正著、弘文堂刊）

◆『異常気象のしくみと自然災害対策術』
　　（ゲリー・マッコール著、原書房刊）

◇『防災にも役立つ ! 川のしくみ』
　　（川上 真哉著、誠文堂新光社刊）

◆『特別報道写真集「令和２年
　７月最上川水害　山形豪雨の記録』

◆『シニアのための防災手帖』
　　（三平 洵監修、産業編集センター刊）

（石川県栄養士会編、北國新聞社刊）

『必ず役立つ震災食 最小限の水で作る
　超カンタン !! 栄養満点レシピ』

～　梅雨の時期に読みたい本 ～

『雨の日の地下トンネル』
（鎌田 歩作、アリス館刊）

　収穫された梅が出回るこの時期、梅パ
ワーで元気に暮らしましょう！「黒焼き梅」

「梅発酵液」「烏梅」「翡翠煮」の作り方
から、極上の減塩梅干し作り、ジャムや
梅肉エキスなど加工の技が盛り沢山。

　近年日本では毎年のように、記録に
残る大きな水害が起こっています。水
害が起こってからでは、被害を少なく
するのは難しい。水害が起こることを
前提に、なぜ水害が起こるのか、その
原因をわかりやすく説明し、水害にど
う備えるかを紹介。

　火と水、鍋、そしてポリ袋。これでりっ
ぱな料理ができる！石川県栄養士会が
考案した、災害時に役立つ栄養満点の
レシピと、おいしく、温かい食事がい
とも簡単にできる調理法を紹介。

　体力にも不安を抱えるシニア層が安全
に避難し、命を守るためには日頃の備え
が重要。大切な５０のポイントをまとめる。

　「あめ、たくさんふってるね。」このとこ
ろずっと雨の日が続いています。道路に
たまった雨は、どこへ行くのでしょう ? 雨
から町を守る「地下トンネル」の役割と普
段は見られない場所で働く人の姿を描く。

※すべて町立図書館蔵書

雨の多いこの季節。雨の日も楽しくなるような梅雨の時
期に読みたいおすすめの本を紹介します。

防　災

水害を知る

マイバック持参

　町の地域おこし協力隊として、新たに１名が着
任しました。新しく着任したのは、大橋武司さん
で愛知県武豊町出身。中高生時代、大橋さんは新
体操の選手で、県大会で優勝した経歴があります。
高校卒業後１９歳でダンスを始め、名古屋市を拠
点にジャズダンスやバレエ、オールドスクール、
モダンなどジャンルレスに学び活動しました。そ
の後は、ニューヨークやベルリン、東京などに拠
点を移し、コンテンポラリーダンサーとしてキャ
リアを積んできました。
　主な経歴はカーネギーホール（アメリカ）での
主宰公演やベルリンでのソロダンス公演、ロック
バンド「凛として時雨」のＰＶ振り付け出演など
多方面で活躍しています。
　大橋さんは、着任のあいさつで、「自身のダン
サーとして国内外で活躍した経験を活かして、大
石田という文字を外に発信していきたい」と抱負
を語っていました。

コンテンポラリーダンスとは
バレエ・モダン‐ダンス・ジャズ‐ダンス・舞踏など
の影響を受けながら、それらに分類されない新しいダ
ンス。広義では第二次世界大戦以降の他のジャンルに
くくることのできないダンスの総称。

プロフィール
出身地／愛知県武豊町
転出地／東京都世田谷区
前　職／ダンスアーティスト
特技・趣味／コーヒー、ウィスキー、逆立ち
これから取り組みたいこと
　芸術へのアクセスを向上させたいです。定期的に
投げ銭形式のパフォーマンスや友人アーティストを
呼んでコラボレーション企画をするなど、皆さんが
ワクワクするような時間を増やしたいです。
　次年子窯の高橋代表にご協力いただき、旧次年子
小学校３Ｆ体育館をダンス道場スペースに改良しま
したので気軽に遊びに来てください。
　スポーツクラブも、もう少しにぎやかになるよう
企画しますので一緒に体を動かしましょう。
地域の皆さんへメッセージ
　すでに楽しく過ごさせてもらっています、これか
らお手柔らかによろしくおねがいします。

新しい地域おこし協力隊を紹介

大
おおはし
橋　武

たけし
司さん

ダンスアーティスト

Community-
reactivating
cooperator squad
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協
会　

　

髙
橋　

☎
（
３５
）
５
９
５
０

　

５
月
末
に
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
受
給
者

へ
送
付
さ
れ
た
「
現
況
届
」
用
紙
は
、
引
き

続
き
年
金
を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
６
月
３０
日
（
水
）

ま
で
忘
れ
ず
に
左
記
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
大
石
田
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
産
業
振
興
課
内
）

　

☎
（
３５
）
２
１
１
１
（
内
線
１
５
１
）

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す　
　
　
　

【
航
空
学
生
】

◆
応
募
資
格
／
航
空
２１
歳
未
満

　
　
　
　
　
　

海
上
２３
歳
未
満

◆
受
付
期
間
／
７
月
１
日
（
木
）
～
９
月
９

　

日
（
木
）

◆
試
験
日
／
１
次
９
月
２０
日
（
月
）

【
一
般
曹
候
補
生
】

◆
応
募
資
格
／
１８
歳
以
上
３３
歳
未
満

◆
受
付
期
間
／
７
月
１
日
（
木
）
～
９
月
６

　

日
（
月
）

◆
試
験
日
／
１
次
９
月
１８
日
（
土
）

【
自
衛
官
候
補
生
】

◆
応
募
資
格
／
１８
歳
以
上
３３
歳
未
満

◆
受
付
期
間
／
７
月
１
日
（
木
）
～
９
月　

　

１０
日
（
金
）

◆
試
験
日
／
１
次
９
月
１８
日
（
土
）

◆
試
験
場
／
受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

■
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部

　

東
根
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
３
７
（
４３
）
７
１
９
８

　

自
力
整
体
開
発
者
矢
上
裕
さ
ん
の
娘
「
矢

上
真
理
恵
」
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
自
力
整

体
の
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
１０
日
（
土
）

　

危
険
な
暑
さ
を
事
前
に
知
ら
せ
る
た
め
の

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
の
運
用
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
７
月
に
入
り
、
高
温
多
湿
な
日

本
の
夏
が
到
来
し
ま
す
が
、
特
に
気
を
付
け

た
い
の
が
熱
中
症
で
す
。
命
に
か
か
わ
る
暑

さ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
熱
中
症
の

リ
ス
ク
に
影
響
を
与
え
る
要
素
は
、
気
温
の

高
さ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
湿
度
や
地
面

な
ど
か
ら
の
照
り
返
し
な
ど
（
＝
輻
射
熱
）

も
関
係
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の

要
因
を
考
慮
し
た
「
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
）
」
を
指
標
に
、
危
険
な
暑
さ
が
予
想
さ

れ
る
場
合
に
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
を

全
国
で
発
表
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
ア
ラ
ー
ト
を
活
用
し
て
、
熱
中
症

の
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
情
報
は
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
ほ
か
、
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
防
災
速
報
」
ア
プ
リ
で
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
速
報

ア
プ
リ
は
、
気
象
情
報
や
各
種
災
害
情
報
、

避
難
の
際
に
役
立
つ
情
報
な
ど
大
変
便
利
な

ア
プ
リ
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
で
は
４
月
か
ら
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
災
害
情
報
や
各

い
き
い
き
百
歳
体
操

　

・
介
護
予
防
講
座
の
ご
案
内

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

会
員
募
集

大
石
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　

「
自
力
整
体
」
体
験
会

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
に

ご
注
意
！

農
業
者
年
金
の
現
況
届

提
出
の
お
願
い

①
午
前
９
時
３０
分
～

　

内
容
：
自
然
治
癒
力
を
高
め
自
律
神
経
を

　

整
え
る

②
午
前
１１
時
～

　

内
容
：
腰
痛
改
善
と
予
防

◆
講
師
／
矢
上
真
理
恵
さ
ん（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
橋
隊
員
が
サ

　

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
参
加
料
／
各
回
５
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
ク

　

ラ
ブ
会
員
は
３
０
０
円
）

◆
定
員
／
各
回
２０
名

◆
申
込
期
限
／
７
月
７
日
（
水
）

◆
持
ち
物
／
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
着
替
え
な

　

ど
◆
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
参
加
費
を
添
え
て
左
記
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。
申
込
書
は
左
記
窓
口
、
虹
の
プ

　

ラ
ザ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
デ
ー
タ
）
に
準
備

　

し
て
い
ま
す
。

◆
注
意
事
項
／
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
中
止

　

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
大
石
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

（
虹
の
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
（
３５
）
２
１
１
１
（
内
線
６
１
２
）

★
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
～
犯
罪
や

　

非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

　

域
の
チ
カ
ラ
～
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯

種
行
政
情
報
な
ど
を
随
時
配
信
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
速
報
ア
プ
リ

大
石
田
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
E

■
総
務
課　

総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
３５
）
２
１
１
１
（
内
線
２
１
８
）

　

災
害
発
生
に
備
え
避
難
所
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
い

内
容
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

◆
応
募
要
件
／
町
内
在
住
又
は
町
内
事
業
所

　

に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
２０
歳
以
上
の
方

◆
活
動
内
容
／
避
難
所
運
営
の
支
援
（
避
難

　

者
名
簿
作
成
や
物
資
配
布
な
ど
）

　

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

　

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

　

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

　

や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の

　

全
国
的
な
運
動
で
、
７
月
は
そ
の
強
調
月

　

間
で
す
。

◆
行
動
目
標
／
①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た

　

ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
②
犯
罪
や
非

　

行
を
防
止
し
、
明
る
い
地
域
社
会
を
築
こ

　

う
◆
重
点
事
項
／
「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組

　

に
つ
い
て
の
理
解
と
協
力
の
拡
大
」
「
就

　

労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く
り
に
つ
な

　

が
る
取
組
の
推
進
」

◆
広
報
活
動
／
７
月
１
日
（
木
）
に
町
内
で

　

の
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

■
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
県
推
進
委
員
会

　

事
務
局
（
山
形
保
護
観
察
所
内
）

　

☎
０
２
３
（
６
３
１
）
２
２
７
７

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
町
推
進
委
員
会

　

事
務
局
（
町
保
健
福
祉
課
内
）

　

☎
（
３５
）
２
１
１
１
（
内
線
１
３
０
）

　

演
習
の
騒
音
が
聞
こ
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
訓
練
実
施
日
／
１
日
～
１６
日
、

　

１９
日
～
２１
日
、
２６
日
～
３０
日

■
陸
上
自
衛
隊
第
２０
普
通
科
連
隊

　

神
町
駐
屯
地　

☎
（
４８
）
１
１
５
１

◆
応
募
方
法
／
左
記
窓
口
及
び
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
応
募
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
／
町
が
保
険
料
を
負
担
し
、
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

■
総
務
課　

総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
３５
）
２
１
１
１
（
内
線
２
１
８
）

◆
日
時
／
１０
月
８
日
（
金
）

　

一
般　

午
前
９
時
～
正
午

　

給
油　

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分

◆
場
所
／
村
山
総
合
支
庁
北
村
山
地
域
振
興

　

局
◆
受
付
期
限
／
７
月
１６
日
（
金
）

　

※
申
請
書
は
左
記
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
消
防
本
部
予
防
保
安
係

　

☎
（
２２
）
１
１
３
１

お知らせ版
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陸
上
自
衛
隊
７
月
の

　

大
高
根
演
習
場
使
用
予
定

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

　
　
　
　
　

る
運
動
」
強
調
月
間

避
難
所
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
の

開
催

iPhone 版

Android 版



毎月1日は「大石田町交通安全行動の日」

家族の健康管理に気をつけて

広報おおいしだ　03.6 18広報おおいしだ　03.619

死亡事故ゼロ363日目

日曜・休日急患の当番医
7月

7月の主な行事予定

大石田町の事故発生状況

一時停止は
「しっかり止まって、　
　　はっきり確認」を
　　　徹底しましょう。

今月のポイント
（ 6月15日現在）

●発生件数  ３件　（－５件）
●負傷者数  ４人　（－４人）
●死亡者数  ０人　（－１人）
　　　　　※（　）は前年比

診療時間 : 午前8時30分～午後5時

（令和3年1月1日～6月15日）

日 当番医院名 電　話

4日 (日 ) おくやま内科医院 (24)0980

11日(日) 吾 妻 クリニック (35)2021

18日(日) 清 治 医 院 (23)2125

22日(木) 伊 藤 ク リ ニ ッ ク (23)3350

23日(金) さかえクリニック (53)8181

25日(日) 神林内科小児科医院 (35)2202

日 行　事　予　定

5㈪ 母子健康手帳交付・健康相談 / 午後 1 時 30 分 / 役場相談室

14 ㈬ 行政相談 / 午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分 / 虹のプラザ小会
議室 1

19 ㈪ 母子健康手帳交付・健康相談 / 午後 1 時 30 分 / 役場相談室

26 ㈪ 農業委員会総会 / 午後 3 時 / 役場大会議室

28 ㈬ 無料法律相談（要予約）/ 午後 1 時 30 分～午後 4 時 /
社会福祉協議会

※都合により日程が変わる場合もありますので、事前にお問
　い合わせください。

俳　

句

短　

歌

郭
公
鳴
く
森
林
響
き
命
ち
聞
く　

の
こ
ぎ
り
草
冠
水
畑
に
残
り
咲
く

筍
を
鍬
持
ち
上
げ
て
グ
ッ
と
掘
る

庭
手
入
れ
麦
稈
帽
の
似
合
ふ
女　

カ
マ
キ
リ
の
子
ワ
シ
ャ
ワ
シ
ャ
生
る
る
斧
上
げ
て

開
墾
地
喜き

う雨
の
予
報
を
告
げ
て
を
り

地域おこし協力隊　末石隊員の

あなた
の

文芸欄

鈴　

木　

智
恵
美

八　

鍬　

キ
ク
ヨ

鈴　

木　

多
喜
子

小　

関　

祐　

子

小　

玉　

春　

歌

冨　

樫　

榮
太
郎

杜　
　
　

匠　

一

伊　

藤　

哲　

夫

海　

藤　

忠　

男

　
青　

木　

ミ
サ
女

柏　

倉　

ヤ
ス
子

木　

村　

満
喜
子

斎　

藤　

静　

子

山　

奥　

G　

G

星　

川　

紀
一
郎

英語・中国語一言講座！

日本語　→　どこから来たのですか？
英　語　→　Where are you from？
中国語　→　你從哪裡來？

↑ Facebook
「山形県大石田町に移住した
　地域おこし協力隊の日常」

ス
ー
パ
ー
で
買
う
肉
い
つ
も
豚
と
鶏と
り

牛
肉
売
り
場
を
少
し
見
な
が
ら

年
を
経
て
早
や
十
二
年
の
猫
二
匹
男
孫
の
香
り
求
め
て
止
ま
ず

野
良
猫
は
子
猫
を
産
み
し
車
庫
の
隅
愛
犬
の
「
九
ち
ゃ
ん
」
大
声
で
ほ
え
る

猫
も
ま
た
啖
呵
切
り
あ
ふ
雉き
じ

と
斑ぶ
ち

あ
ん
に
や
も
ん
に
や
と
春
の
ま
ひ
る
ま

寄
り
集
ま
る
お
じ
お
ば
た
ち
の
が
や
が
や
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
越
し
か
ら
割
っ
て
入
っ
て

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
二
回
目
無
事
終
え
て
今
日
は
久
さ
び
さ
山
形
市
ま
で

最
上
川
岸
に
菜
の
花
群
れ
て
咲
く
去
年
の
洪
水
忘
れ
ぬ
や
う
に

川
岸
を
黄
の
色
に
染
め
咲
き
盛
る
菜
の
花
に
寄
り
ふ
か
く
息
吸
ふ

学
童
の
頃
に
覚
え
し
猫
の
絵
を
花
押
に
用
ひ
投
函
を
す
る

　こんにちは、地域おこし協力隊末石です。
第２回の一言講座は「どこから来たのですか？」です。
動画投稿先ですが、Facebookでは利用しづらいとの意見がありましたので、新たに
Youtubeのチャンネルを作成しました。下記ＱＲコードからアクセスの上ご視聴ください！

切 り 取 り 線

切 り 取 り 線

切

り

取

り

線

切

り

取

り

線

山形県大石田町
ホームページ

携帯・スマホから
アクセスできます

⇒

中
国

⇒

香
港

⇒

台
湾

⇒

マ
レ
ー
シ
ア

⇒

ア
メ
リ
カ

⇒

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

⇒

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

その他
The other

其他

◆今月の一言◆

今年も大石田プレミアム券を発行します

◆発行対象者　大石田町民および町内事業所に勤務する方
◆発行限度額　１世帯４万円まで
◆使 用 期 間　７月１１日（日）～１２月３１日（金）
◆加　盟　店　大石田プレミアム券加盟店の「のぼり旗」のある事業所で使用できます。
                                                               詳細は、後日発行の新聞折込チラシをご覧ください。

◆日時・場所
　７月１１日（日）午前９時～午後３時　虹のプラザ「エントランス」
　　※１２日（月）以降は、町商工会で午前９時～午後５時の間で発行します。
◆発　行　数
　2,000セット（１セット：５００円券２６枚綴り）
　　※ 10,000 円で 13,000 円分買い物ができるお得なプレミアム券です。また、下記の方に
　　　 対しては証明書等の持参で１世帯あたり3,000 円分のプレミアム券を上乗せします。

■大石田町地域振興券発行委員会（大石田町商工会）　℡ 35-2131

①障がい者の方………………………身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳
②非課税の方…………………………町民税務課で発行する証明書（発行は無料）
③ひとり親世帯………………………児童扶養手当証書、ひとり親家庭等医療証
④介護認定者およびその家族………介護保険被保険者証（要介護認定を受けている方）
⑤高校生以下の子どもがいる世帯…子育て支援医療証
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町の人口　令和3年6月1日現在

世帯数 2,309 戸 （+2）

総人口 6,627 人 （－4）

男 3,269 人 （－1）

女 3,358 人 （－3）

（5月中の異動）

出生 0人 転入 9人

死亡 9人 転出 4人
※この数字は外国人数も含めた数字です。

防災放送の内容を
　電話で確認できます

■総務課総務グループ　℡35-2111（内線218）
確認ダイヤル：0237-48-8444

　防災放送が聞き取りにくい、放送内容
を確認したい等のご意見をいただき、町
では防災放送確認ダイヤルサービスを開
始しました。
　このダイヤルは定時（夕方６時のメロ
ディ等）放送を含め、直近の放送から８時
間以内の内容を順次聞くことができます。

防災情報などを
受け取ることができます。

友だち登録を
お願いします！

右のQRコードを読み
取って友だちに追加
してください。 大石田町公式LINE

登録方法

大石田町公式アカウント開設

ＬＩＮＥはじめました

～
お
お
い
し
だ
の
と
ん
と
む
が
す
あ
っ
た
け
ど
⑯
～

　

駒こ
ま
ご
め籠
の
野の
じ
り
が
わ

尻
川
か
ら
向
か
っ
て
右
側
の
方
に
泉す
ず

が
あ
る
。

　

昔
、
あ
る
殿
様
の
家
来
が
、
駕か

ご籠
を
二
つ
持
っ
て
逃
げ
て
き
た
。
そ

し
て
、
村
の
入
り
口
の
き
れ
い
な
水
の
わ
き
出
る
泉
に
来
て
、
水
を
飲

ん
だ
。
そ
こ
を
去
る
時
に
、
た
ま
た
ま
二
つ
の
駕
籠
の
う
ち
、
古
く
て

悪
い
方
の
駕
籠
を
か
つ
い
で
、
よ
い
駕
籠
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

で
、
地
元
で
は
、
よ
い
駕
籠
を
え
え
駕
籠
と
言
い
、
そ
の
泉
を
「
え
駕

籠
の
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
現
在
の
え
駕
籠
の
泉
は
、
も
と
は
「
手て

つ
ぎ
す
ず

杵
泉
」
と
言
わ
れ
て

い
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
尾
花
沢
の
薬
師
様
の
泉
に
杵き

ね

を
う
る
か
し

て
（
水
に
ひ
た
し
て
）
お
い
た
ら
、
そ
の
杵
が
、
お
ど
ろ
く
な
か
れ
、

え
駕
籠
の
泉
ま
で
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

野
尻
川
の
橋
を
わ
た
り
、
駒
籠
に
入
る
と
坂
が
あ
り
、
そ
の
坂
の
右

側
に
泉
が
あ
る
。
泉
の
所
に
は
、
中
台
地
の
崖
が
続
き
、
高
い
台
地
に

至
る
。
高
い
台
地
の
ふ
も
と
あ
た
り
が
「
い
か
ご
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

「
い
か
ご
」
と
い
う
地
名
は
、
近
江
に
も
あ
る
。
琵
琶
湖
の
北
に
、

余よ
ご
の
う
ら

呉
湖
と
い
う
湖
が
あ
り
、
そ
の
南
東
に
伊い

か

ご
香
具
地
方
が
あ
る
。
平
安

時
代
の
初
期
に
、
当
時
の
中
央
政
府
は
、
東
北
地
方
に
勢
力
を
伸
ば
し

て
、
陸
路
と
水
路
の
駅
を
つ
く
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
最
上
川
の
こ
の
あ
た

り
に
野
後
駅
を
置
い
た
。
水
陸
両
用
の
駅
で
あ
り
、
交
通
の
要
所
に

な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
（
野
後
駅
の
場
所
や
川
の
様
子
な
ど
は
詳
し

く
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
）

　

野
後
駅
が
置
か
れ
た
頃
、
当
時
の
新
興
地
（
新
た
に
お
こ
す
こ

と
）
野
後
駅
に
転
任
し
て
き
た
人
々
が
、
故
郷
を
懐
か
し
が
っ
て
地
形

の
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
い
か
ご
」
の
地
名
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
と
推
測
さ
れ
て
も
い
る
。　

鐘
を
運
び
出
し
た
跡
の
く
ぼ
み
は
、

た
ち
ま
ち
川
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
川
を
鐘
川
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　　
　
今
回
の
お
話
も
、
大
石
田
と
ん
と

む
が
す
の
会
の
『
大
石
田
の
と
ん
と
む
が
す
』
か
ら
の
お
話
で
す
。

　
今
回
は
、
野
尻
川
近
く
に
湧
き
出
て
い
る
清
水
が
舞
台
で
す
。
「
す

ず
」
と
い
う
読
み
方
は
秋
田
県
や
山
形
県
で
使
わ
れ
て
い
る
方
言
で
す
。

現
在
は
「
イ
カ
ゴ
の
清
水
」
と
標
記
さ
れ
、
町
の
登
録
記
念
物
に
登
録
及

び
「
里
の
名
水
・
や
ま
が
た
百
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
野
尻
川
と
最
上
川
の
合
流
地
点
で
も
あ
る
付
近
に
は
、
縄
文
か

ら
中
世
ま
で
の
駒
籠
楯
跡
が
あ
り
ま
す
。
平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
延

喜
式
』
の
「
諸
国
駅
伝
馬
条
」
に
は
「
野
後
」
と
い
う
水
駅
が
載
っ
て
お

り
、
駒
籠
は
か
つ
て
最
上
川
の
水
上
交
通
路
の
水
駅
と
し
て
開
か
れ
た
地

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
お
話
の
後
半
で
は
、
清
水
の
二
つ
目
の
由
来
で
も
あ
る
琵
琶
湖
北
部
の

「
伊
香
具
」
と
い
う
地
域
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
律
令
国
家
に
お

け
る
中
央
か
ら
の
役
人
が
、
こ
の
地
に
転
任
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

ら
れ
る
な
ど
、
古
代
の
様
子
が
窺
え
る
お
話
で
す
。

え
か
ご（
イ
カ
ゴ
）清す

ず水

○
出
典『
大
石
田
の
と
ん
と
む
が
す
』

　
（
大
石
田
と
ん
と
む
が
す
の
会

　
　
　
　

編
集・発
行
、二
〇
一
九
年
）

○
参
考
文
献『
や
ま
が
た
地
名
伝
説　

第
一
巻
』

　
　
　
　
（
山
形
新
聞
社
編
集・発
行
、二
〇
〇
三
年
）


